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ソーシャルメディア上の⼤量画像を利⽤して⼈の⾏動など
を分析 

初版投稿：2017/10/30 ，最新版投稿：2017/10/31 
 執筆者：横尾 淑⼦（上席研究官） 

ソーシャルメディアの広がりに伴い⼤量の画像が⼊⼿可能となり、データとしての利⽤価値
が⾼まっています。ソーシャルメディア上の画像の多くはスマートフォンで撮影されている
ため、位置情報や時間情報を伴っていることが⼤きな強みになっています。撮影者が意識す
ることなく付与されたこれらの情報が、有⽤な情報として分析対象となることもあり得ま
す。また、上述以外の情報（コメント、タグ、評価、フォロワー数など）の利⽤可能性も注
⽬されます。 

物体検出・認識技術の進展 

画像分析には、深層学習（ディープラーイング）などを⽤いた物体検出・認識技術の進展が
⼤きく寄与しています。この技術は、2010 年代に⼤きな進展を⾒せました。2010 年から開
催されている画像認識コンテスト ILSVRC の 2012 年⼤会において、エラー率を⼀気に 10%減
少させた⼿法 CNN（畳み込みニューラルネットワーク）が発表され、注⽬を集めました 
1) 。2014 年には、既存⼿法を⽤いて物体候補領域を切り出した後に CNN を利⽤して物体認
識を⾏う R-CNN が開発され、それ以降も、新たな物体検出⼿法を組み込むなど⾼精度化・⾼
速化を⽬指して新しい⼿法が毎年続々と発表されています。また、ピクセル単位で物体を認
識するセグメンテーション⼿法を⽤いた FCN（全層畳み込みネットワーク）の開発により⼊
⼒画像サイズの制限をなくすなどの発展も⾒られます。 

こうした画像の中の物体に着⽬した分析の⼀⽅、画像全体をシーンとして捉える研究も進ん
でいます。Places 2) は、⽶国 MIT コンピュータサイエンス・⼈⼯知能研究所が 2015 年に⽴
ち上げたシーン認識データベースです。シーン認識のための Places-CNNs やデータベースな
どを公開するとともに、Places Challenge 2017 コンテストを COCO（Microsoft Common 
Objects in Context）と共同で開催しました。 

今後に向けては、動画認識技術の動向も注⽬されます。Google DeepMind は、⼈間の動作
400 種類（1 種類に 400 以上のビデオクリップ）を含む Kinetics Human Dataset 3) を公開し
ています。 

画像データ利⽤の事例 
• ファッション産業への応用  
商品ラインナップ（マーチャンダイジング）の形成と在庫管理が⼤きな課題であるファッシ
ョン業界では、⼈⼯知能を利⽤したトレンド予測や消費者の嗜好把握に⼤きな期待が寄せら
れています。 
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好みの商品やコーディネートを薦めるシステムや類似商品を探すシステムなどの消費者向け
サービスはすでに社会で利⽤されていますが、近年、世界のファッショントレンド把握を⽬
指した研究も⾏われています。例えば、7600 万枚からなる⼤規模画像データベースを構築し
て場所別・時間別のトレンド分析を⾏った研究 4) では、図 1 に⽰すように、東京と⾹港は他
の都市とは異なる特徴を持つことなどを⽰しました。ここで⽤いたデータセットは、1 億枚の
画像セット（YFCC100M）から抽出した世界 16 都市 7600 万枚の画像、それらから Faster 
R-CNN を⽤いて⼈物を切り出した画像、タグ情報（タイムスタンプ、位置情報）が含まれて
おり、従来の代表的なデータベースと⽐べ 100 倍の規模です（現在、公開準備中 5 ） ）。 

その他の分析事例として、画像構成（上半⾝、全⾝、物のみ等）を CNN によりパタン分け
し、その評価やコメント情報から嗜好を把握 6) するなど、画像認識とその他のデータを合わ
せた研究も⾒られます。 

 
図 1：都市の類似性 4) 

• 人間・社会についての研究  
ソーシャルネットワーク上の画像データは、個⼈や集団に関する研究の可能性も広げていま
す。例えば、⽶国コーネル⼤学では、44 都市の 1 億枚の画像データを取得し、CNN を⽤いて
そのうちの 1450 万枚を対象に服装の⾊合いやスカーフ・帽⼦着⽤等を分析、都市を特徴づけ
る研究が⾏われています 7) 。また⽶国スタンフォード⼤学では、200 都市 5000 万枚の
Google ストリートビューから切り出した⾃動⾞画像を⽤いて CNN により⾞種を特定し、ロ
ジスティック回帰モデルに従って⾞種から⼈⼝統計データ（⼈種、教育、投票⾏動等）を推
計する研究事例が⾒られます 8) 。 

⼀⽅、画像認識技術は関与しませんが、画像の作成や加⼯の状況、画像の共有状況を基にし
た研究も⾒られます 9) 。例えば、画像の明るさや⾊調、掲載タイミング、フィルター使⽤有
無などの情報から、地域の特徴分析やうつ病歴のある者の特徴分析を⾏った研究、また、特
定の都市の画像に焦点を当て、それらへのコメントやフォロワー数等を基にコミュニティの
分析を⾏った研究などもあります。 
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画像データ利⽤の可能性 
今後データ蓄積が進めば、時系列分析も可能となります。また、イベント・祭事、建造物・
住宅、料理など、⽣活を構成する様々な⽂化的・社会的要素の分析に利⽤できるようになる
かもしれません。静⽌画像だけでなく動画も分析対象に加われば、可能性はさらに広がりま
す。 

こうしたメリットの⼀⽅、ソーシャルメディアで流通している画像データは全世界の均等な
サンプリングではない事に留意が必要です。スマートフォンが浸透していない地域もあり、
データには⼈種的・⽂化的に⼤きなバイアスが存在すると推測されます。そのため、現在利
⽤可能なデータを基に得られた結果には上述のバイアスが含まれており公平性に⽋くという
指摘があります。また、個⼈がソーシャルメディアに掲載した情報の中には、⼈⼯知能アル
ゴリズムにより、本⼈が対外的に公表することを意図していなかったパーソナルデータが特
定されてしまう可能性もあります。データ取得及び利⽤に伴う倫理的問題も考慮する必要が
あります。 
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これまでの科学技術予測調査における関連トピック 
SNS などのソーシャルメディアのデータを分析し、⾏動予測するシステム（例：犯罪予測や消費者の
購買⾏動予測）（2015 年：第 10 回調査） 
個性的で⾃⼰実現を可能とするような、コンピュータによる⾐服の選定が実⽤化する（1971 年：第 1
回調査） 
コンピュータによる適確なファッション予測が可能となる（1971 年：第 1 回調査） 
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